


















OFLOOR（オーフロア）施工の手引き 

施工上のご注意【施工前に必ずお読みください】 

・本製品は内装用ですので、外装には使用しないでください。      

・本製品は土足重歩行にも使用できます。        

・床暖房への対応はできますが、床暖房への直接施工はしないでください。    

・施工時は床下のコンクリートの含水率は 10%以下に乾燥させて施工してください。   

湿気がこもると、施工後に床材が変形する原因となります。      

・平坦な場所で保管し段積み時は 8 段までとし、直射日光や高温多湿下での長期保管   

は避けてください。立て掛けや横積みは変形の原因となるためしないでください。   

・下地面を清掃してください。ごみやほこりがあると接着不良の原因となります。   

・施工場所の気温が 5℃以下の場合、接着不良や突上げの原因となるため施工を   

差し控えてください。        

施工要領          

１．下地の確認          

◆合板下地          

・床下と下地合板が湿気を含んでいないことを十分に確認してください。    

・段差、隙間、釘頭がないことを十分に確認してください。       

◆重ね貼り          

・既存床表面のワックスを除去してください。       

・既存床の平滑性を保持してから施工してください。       

・プラスチック製床（塩ビ床等）の上に貼る場合は、接着不十分な箇所がないか確認してください。 

不十分な箇所は貼り替えてから施工してください。       

・木製床の上に貼る場合は、床の剛性を十分に確認してください。     

強度が不十分な箇所は補強してから施工してください。      

２．墨だし          

・収まりを良くするため貼りはじめの基準線の墨だしを行ってください。    

３．割り付け          

・基準線に沿って床材を仮並べし、割り付けに従ってカットします。壁際など端部の床材は、  

カットの際壁と床材の間に 3～5mm の隙間をあけてください。     

4．施工方法          

◆各工法共通          

・割り付けをして準備した床材を基準線に沿って一列分施工してください。     

・2 列目以降も 1 列目と同様に施工してください。       

・床材は接着剤塗布前に仮並べを行い確認してください。     

・施工中は目隙、浮きが無いことを確認しよく圧着して施工してください。  

▼施工部材について 

床見切りと上り框の推奨品をご用意しております。 

詳しくは弊社公式ホームページでご確認ください。 



◆接着工法 【本品の基本的な施工方法です】       

・施工には推奨接着剤コニシ㈱ KU928R（1 液ウレタン樹脂系/F☆☆☆☆認定）を   

使用してください。詳細はメーカーの製品ガイドをよく読んで施工してください   

（但し、塗布量の情報は除く）。         

・施工時は 100g/㎡ 前後を目安に塗布してください。  

・接着剤が床材の目地からはみ出さないようご注意ください。   

・接着剤が床面に付着した場合は接着剤硬化前にウエスで拭き取ってください。    

・接着剤塗布後 40 分以内に貼り付けてください。       

※床暖房の場合は接着工法で施工してください。       

※床暖房システムに直接施工することはできません。必ず捨て貼りを行ってください。  

 

◆両面テープ工法 【原状回復を優先する場合に有効な工法です】     

・75cm 以下の間隔で両面テープを下地に設置し、はくり紙を剥がしながら施工しください。  

・壁際、柱回り、出入口、貼りはじめの列なども両面テープで固定してください。   

・両面テープは幅 25mm 以上、厚さ 0.5mm 以下のものをご使用ください。    

・両面テープは下地を傷めにくいものをご使用ください。      

６．養生          

・接着剤が硬化するまでの間に（施工後 24 時間）フロアの上に乗ったり歩いたりする場合は、 

横ズレを起こさないよう十分注意してください。接着剤硬化後のやり直しは困難です。 

・施工後は静置養生をしてください。養生中は重量物を置かないでください。接着不良の原因 

となります。   

・養生時直射日光で温度上昇が極端になる場合、養生カーテンを設置してください。   

７．メンテナンス          

・フロア用ドライシートや掃除機で床表面のホコリを取り除き。固く絞った雑巾やモップで水拭き 

してください。洗剤をご使用の場合はスプレーで少量ずつ噴霧してご使用ください 

・屋外や水まわりに通じる箇所や、飲料サーバーの周辺ではマットをご使用ください。 

・本製品には防汚性を保持する表面コーティングがしてありますので、ワックスがけは不要です。 




